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202４年２月号
今号では皆さんに耳寄りな
お話をしましょう！ それは・・・
最近「老化細胞」と言う言葉を耳にする機会が多くありませんか？ サプリメント分野でもここ近年
この老化細胞を除去するというコンセプトで、いろいろな商品（薬品）が紹介されています。
宣伝文句に左右されず、「科学的根拠に基づいた」判断を持つことでご自身の体のコントロールを
していただきたいと言うことで、今号ではこの「老化細胞」にスポットを当ててみました。

さて、みなさん、誰しも年老いても心臓や脳、筋肉など体のあちこちを若替えさせることができたら
という思いを持つことが多くありませんか？今、それが長寿研究の大きなテーマになっています。
その一つが、「セノリティクス（老化細胞除去薬）」の研究開発です。老化を意味する「セネスセン
ス」と対抗を意味する「リティクス」を合わせた合成語で老化防止を意味する言葉です。人の体は
加齢とともに老化します。生きている限り老いからは逃げられないのです。私たちの体内には、
細胞が老化する現象があります。細胞には、分裂寿命というものがあり、数十回で細胞分裂は止
まり、「老化細胞」として体内に蓄積されていくことが様々な研究から明らかにされています。
この細胞は体にとって不要な細胞ですから、異物として認識するほかの免疫細胞が排除してくれ
ますが、歳を重ねていくと一部は残り続け、これが体の中に溜まると、炎症を誘発する物質を出し
て、老化細胞の周りに慢性炎症を引き起こす細胞が生まれ、これが老化の原因とされていること
がわかってきました。今では、長寿研究所や大学の研究所でも老化細胞を効率よく除去する方法
を発見し、科学雑誌にも発表されてきています。内容は簡単に言いますと、老化細胞が生き残る
酵素の働きを邪魔する阻害剤を作ることで、体の中に残った邪魔な老化細胞を消すことができる
と言う話です。マウスを使った研究の成果としては、人の体に例えると７０歳相当だった体の筋力
が４０歳相当の筋力に改善したと言えるほどの成果です。同時に動脈硬化や糖尿病などの症状も
改善されたデータが示されています。更には、がん細胞が免疫細胞の攻撃から逃れるために
細胞の表面に出しているタンパク質が他の免疫細胞にくっついて免疫からの攻撃を受けないよう
にブレーキをかけ、がん細胞は生き続ける働きをするのですが、このブレーキを外す物質を
がん治療薬（オプシーボ）として皮膚や肺がんなどの治療薬として実用化にこぎつけています。
ともかく、老化は病気ではなく「未病」つまり、まだ発症はしていないが、健康な状態から悪化の状
態になりつつある状態を言いますが、究極の予防医学としての「老化細胞」の排除技術に期待し
たいですね。

アンチエイジングと聞くと多くの方はそれは美容の世界を
思うかもしれませんが、アンチエイジングとは病的な老化を
なくし、健康に長生きすることが本来の目的なのです。

当クリニックでも保険外診療分野でヘルシーエイジングとして免疫力
向上のための高濃度ビタミン点滴治療、抗酸化作用を増強する
グルタチオン点滴療法、肌の活性化を根本からサポートする
幹細胞治療、ホルモンのバランスを整えるプラセンタ療法など

多様な治療方法を持っています。是非ご相談に
来院ください。
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健康の知恵袋

当クリニック整形外科医師
岩田 久 先生

この季節、多いのが骨折！
そのほとんどがあなた自身の不注意・不用意
が原因・・・しかし、適切な治療で機能を取り戻
すことが大切ですね！

先月下旬に今シーズン最強の寒波に見舞われ、能登半島地震被災者には追い打ちをかけられた
ような大雪・積雪で厳しい避難生活を続けられてる方がお見えになる一方で、当クリニックにも他の
医療機関に掛るために雪降る中を出かけて足を滑らせて「どこどこが痛いから診てください」と訪れる
患者さんがお見えになりました。
病気を治しに行く目的で出かけたにもかかわらず、新たな病気を背負ってしまったと言う、笑い話にも
ならない、かわいそうな出来事がありました。
その中のお一人の来院された患者の中には、転んだ時に大けがにならないようにと、手をついて体を
かばったのですが、どうも手首に強い痛みがあるとのことでした。この患者さんの診断の結果としては、
「橈骨遠位端骨折（とうこつえんいたんこっせつ）」と言う診断をさせていただきました。
難しい専門用語ではなく、わかりやすく言いますと、下図の通り「橈骨」とは折れている骨の名前で、
「遠位端」とは折れている部位と言うことです。

この骨折は性別、年代を問わず起こりうる
ことですが、特に多いのが女性で高齢者に
多い傾向が強いです。
ご承知の通り、女性は歳を重ねると、骨が
弱くなる骨粗鬆症となり、足の付け根とか
腰の骨折などが起こりやすいのですが、もう
少し若いうちから注意しなければならない
のが、この橈骨遠位端骨折。 今や必ずしも
高齢女性の骨折とは言えなくなってきました。

お年寄りの骨折として扱われた時代は、手首が変形した、力が入りにくい、痛みが残って手が動かせ
ない、等々後遺症と思われる症状が残っても、それはやむを得ないと思われてきました。
しかし、今では骨折の状態を詳しく判断評価できるようになり、相まって私たち医者の技術も向上して
きました。
例えば、手首のギブス固定をして安静治療をしていただいたり、時には最適な手術を行ったり。
また、処置をした後には手の役割を熟知したリハビリ療養士さんによる訓練を行うことで、痛みや変形、
動きの制限をほとんど残すことなく手首の機能を取り戻すことができます。
残念ながらこんなケースが起きてしまったら、当クリニックにご来院いただき、適切な治療を受けてく
ださい。散歩中に転んだり、自転車で転んだりした場合であっても中途半端な治療で終わらないよう
にしてくださいね。

このあたりを遠位端と言います

私、年末からお正月と家事に追われ働きすぎで、
ついに腰を痛めてしまいました。近所の整骨院に
緊急避難的に掛ったのですが、先生曰く「体幹と
下肢の関節を柔軟にし、下肢の筋肉を強くする運
動をするようにと言われました。その方法がいまだ
習得できず悩んでいます。今度この通信での説明
を希望します。よろしくお願いします。
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